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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本人看護学生の異文化理解を向上させるための効果的なクロスカルチラ
ュルナーシングプログラムの開発とその評価を目的として実施した。本研究の結果、看護学生の異文化受容態度
は他者理解に影響し、その異文化受容態度は、海外での看護研修や外国人の看護ケアに影響を受けることが明ら
かとなった。サンプル数は少なかったが、フィリピン看護学研修を受けた看護学生は、研修前よりも異文化受容
態度や他者理解が高まった。このような海外看護学研修は異文化理解を向上させる可能性があり、クロスカルチ
ラュルナーシングプログラムとしての効果が期待できることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed development of cross-cultural nursing program for Japanese 
nursing students and the evaluation. The results of this study revealed positive effect of 
cross-cultural receptive attitude on understanding others, and positive effects of overseas nursing 
training and experiences of nursing care for foreign patients on the cross-cultural receptive 
attitude. In spite of the small simple size, nursing training in the Philippines increased 
cross-cultural receptive attitude and understanding others among Japanese nursing students. Such an 
overseas nursing training could be improved cross-cultural understanding in Japanese nursing 
students and could be played as an effective cross-cultural nursing program.

研究分野： 国際母子看護学
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１．研究開始当初の背景 
看護ケアには、相互理解に基づく信頼関係

が必要である。その相互関係では、看護者は
自己理解に根ざした他者理解をすることが
求められる。看護学生が対象者とコミュニケ
ーションを行った場合、他者理解としての共
感には至らず、自己中心的な観点から対象者
のニーズを捉え、自分のやりたい看護ケアを
実施しようとする傾向がある。それ故、自己
理解や他者理解を深めるために、看護基礎科
目として心理学やコミュニケーション学と
いった科目を開講している。さらに成育歴、
教育歴、文化や生活習慣が違う対象者を理解
するために国際看護の科目を設け、異文化交
流として他国の看護学生との国際交流を行
う看護系大学や看護専門学校も増加してい
る。 
研究者の入山が携わった看護学生の国際

交流事業では、日本人看護学生は他国の看護
学生との交流を通して、相手を受容し、相手 
との関係性を深め、信頼関係を構築し、相手
から多くのことを学ぼうと行動し、相手との
関係性から成長している自己を認識するな
ど、他者理解や自己理解の修得に繋がる学習
を修得していた 1)-3）。つまり、看護学生は異
文化理解を通して、看護の資質に必要な相手
の価値観やあるがままの姿を受容し、他者と
の共感性を高め、相手のニーズを理解して適
切なケアへと結びつけていくことができる
と考えられる。 
厚生労働省の看護教育の内容と方法に関

する検討報告では、看護教育において今後強
化すべき内容として、人に寄り添う姿勢やコ
ミュニケーション能力、対人関係能力の育成
に繋がる教育を提示している。それ故、看護
職としての資質として必要な自己理解や他
者理解に繋がる異文化理解を向上させるた
めの効果的なクロスカルチュラルナーシン
グプログラムの開発とその評価は、看護教育
学の研究として重要な課題であると考える。
しかし、現在、看護学生の国際交流事業では、
異文化理解や他者理解に繋がる効果的な看
護学生のクロスカルチュルナーシングプロ
グラムは構築されているとは言い難い。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本人看護学生の異文化 

理解を向上させるための効果的なクロスカ
ルチュラルナーシングプログラムの開発と
その評価を行うことである。具体的には下記
の 3 点である。 
1) 看護学生の自己理解、他者理解、異文化受

容態度の各尺度の妥当性と信頼性の検討
を行い、自己理解、他者理解、異文化受
容態度の実態を把握する。 

2) 異文化交流が看護学生の自己理解、他者理
解、異文化受容態度に及ぼす影響を検証
する。 

3) 看護学生の異文化理解を向上させる効果
的な教育プログラムを作成し、その評価

を自己理解、他者理解、異文化受容態度
の尺度により行う。 

 
３．研究の方法 
【研究対象と調査方法】 
(1) 研究目的の 1)と 2)を達成するために、 
東海地域の大学で看護を学ぶ 1 年～4 年の看 
護学生を対象に、無記名自記式質問票を用い 
た調査を実施した。質問項目は、基本的属性、 
既存の尺度を用いた異文化受容態度、自己理 
解、他者理解に関する質問、旅行以外の海外 
滞在の有無、海外研修の有無、外国人の看護 
ケアの有無等の 64 項目であった。【研究 1】 
(2) 研究目的の 3)を達成するために、海外看 
護学研修を受けた看護学生と受ける看護学 
生に無記名自記式質問票調査を実施した。海 
外看護学研修を受けた看護学生に対する質 
問票の質問項目は、基本的属性、看護研修を 
受けた国、海外研修期間、日本の文化との違 
いの程度とその内容、日本の看護との違いの 
程度とその内容、今回の研修で学んだ内容、 
研修前に必要と考える事前学習の内容等の 
13 項目であった。【研究 2】 
 フィリピン看護学研修前に実施した質問 
票の質問項目は、基本的属性、異文化受容態 
度、自己理解、他者理解に関する項目、旅行 
以外の海外滞在の有無、海外研修の有無、外 
国人の看護ケアの有無等の64項目であった。 
研修後の質問票の質問項目は、異文化受容態 
度、自己理解、他者理解に関する質問等の 58 
項目と海外研修期間、日本の文化との違いの 
程度とその内容、日本の看護との違いの程度 
とその内容、今回の研修で学んだ内容の 7項 
目であった。【研究 3】 
【分析方法】 
(1) 各尺度の構成概念妥当性を検討するた
めに、自己理解、他者理解、異文化受容態度
の尺度に関しての因子分析（主因子法、プロ
マックス回転）を行った。また、各尺度の内
的整合性を検討するために、各尺度のクロン
バックαを算出した。【研究 1】 
(2) 看護学生の異文化交流が自己理解、他 
者理解、異文化受容態度に及ぼす影響を検討 
するために、海外研修受講の有無と外国人の 
看護ケアの有無により、自己理解や他者理解 
異文化受容態度に違いがないか、Mann  
Whitney の U 検定を行った。【研究 1】 
(3) 海外看護学研修を受けた看護学生の日 
本の文化との違いの程度とその内容、日本の 
看護との違いの程度とその内容、今回の研修 
で学んだ内容をまとめ、どのような海外研修 
が異文化看護の理解に影響するのか検討し、 
クロスカルチュラルナーシングプログラム 
の作成をした。【研究 2】 
(4) フィリピン看護学研修を企画し、参加し
た看護学生の受講前後の自己理解、他者理解、
異文化受容態度の比較を行った。【研究 3】 
 
４．研究成果 
【研究 1】 



522 部を配布し、256 部（回収率 49.0%）を
回収した。そのうち有効回答は 253 部（有効
回答率 98.8%）であった。 
(1)対象の属性 
看護学生の平均年齢は、21.5 歳(SD=21.88)
であった。性別では、女性が 94%を占めた。
1 年生 20.9%、2 年生 19.8%、3 年生 15.8%、
4 年生 43.5%であった。看護師コースが
81.7%を占めた。 
(2)因子分析による各尺度の構成概念妥当性 
自己理解の尺度は、4 因子の構造であった。

1項目の因子負荷量が0.33とやや低かったが、
「自分の欠けている部分の把握」という重要
な質問内容であるため、そのまま使用した。
第 1 因子は、「自分の価値」などの 4 項目(因
子負荷量 0.72-0.87)であった。第 2 因子は、
「自分らしい決定」などの 4 項目(因子負荷量
0.56-0.94)であった。第 3 因子は、「自分自身
の深い考え」などの 4 項目 (因子負荷量
0.54-0.76)であった。第 4 因子は、「自分が怒
っているのかわかる」などの 4 項目(因子負荷
量 0.33-0.78)であった。 
他者理解の尺度は、4 因子の構造であった。

1項目の因子負荷量が0.26と低かったが、「他
者の価値を説明できる」という重要な質問内
容であるため、そのまま使用した。第 1 因子
は、「他者についての理解」などの 4 項目(因
子負荷量 0.71-0.93)であった。第 2 因子は、
「他者の内面への関心」などの 4 項目(因子負
荷量 0.53-0.93)であった。第 3 因子は、「他者
の受け入れ」などの 5 項目 (因子負荷量
0.26-0.89)であった。第 4 因子は、「他者の性
格への関心」などの 3 項目 (因子負荷量
0.55-0.91)であった。 
異文化受容態度の尺度は、4 因子の構造で

あった。第 1 因子は、「外国人は日本人と同
じ生活スタイルをとるべき」などの 7 項目(因
子負荷量 0.55-0.73)であった。第 2 因子は、
「努力してまで外国人と交流しない」などの
4 項目(因子負荷量 0.69-0.86)であった。第 3
因子は、「外国人とは緊張して話せない」な
どの 4 項目(因子負荷量 0.51-0.91)であった。
第 4 因子は、「外国文化の取入れは日本に取
ってよい」などの 3 項目 (因子負荷量
0.60-0.97)であった。 
以上の結果から、各尺度はおおむね構成概

念妥当性はあることが示された。 
(3) 各尺度の内的整合性 
自己理解のクロンバックαは、0.80、他者理
解のクロンバックαは、0.85、異文化受容態
度のクロンバックαは、0.88 と高い内的整合
性を示した。 
(4)各尺度の得点とその尺度間の関連 
自己理解の中央値は、78 点（四分位範囲
=72.0-84.0）、他者理解の中央値は、77 点（四
分位範囲=72.0-84.0）、異文化受容態度の中央
値は、58 点（四分位範囲=53.0-64.0）であっ
た。自己理解と他者理解葉には有意に正の相
関があった(rs=0.47, p<0.001)。他者理解と異
文化受容態度には、有意に弱い正の相関があ

った(rs=0.17,p=0.007)。自己理解と異文化受
容態度には関連がなかった(rs=0.09, p=0.16)。 
(5) 自己理解、他者理解、異文化受容態度に
及ぼす異文化交流に関する要因 
異文化交流に関する要因、旅行以外の海外滞 
在の有無、海外研修の有無、外国人の看護ケ 
アの有無は、自己理解と他者理解に関連しな 
かった。しかし、旅行以外の海外滞在の経験 
をした学生は、経験をしていない学生よりも 
異文化受容態度の得点が有意に高かった(中 
央値 63 点 vs 57 点, p<0.001)。海外研修を 
受けた経験がある学生は、経験をしていない 
学生よりも異文化受容態度の得点が有意に 
高かった(中央値 65 点 vs 58 点 vs,  
p<0.001)。外国人の看護ケアの経験をした学 
生は、経験をしていない学生よりも異文化受 
容態度の得点が有意に高かった(中央値 65 
点 vs 58 点, p=0.034)。 
 
【研究 2】 
過去 1 年以内に海外看護学研修を受けた 

看護学生29名に質問票を配布し、9名(31%) 
から回答を得た。研修国は、中国 1 名、シ 
ンガポール 1 名、韓国 1 名、フィリピン 3 
名、ドイツ 3 名であった。 

日本と研修国の文化の違いを、非常に感じ 
た学生は 4名、感じた学生は 4名、多少感じ
た学生は 1名で、全員が文化の違いを認識し
ていた。その文化の違いの内容としては、「宗
教が日常生活に根付いている」、「食文化の違
いがあり、甘い食べ物や辛い物を好む」、「不
衛生な路上の屋台で食べ物が売られている」、
「多国籍料理が多い」、「様々な言語が話され
ている」、「目上の人に対する敬意が強い」、
「初対面でも積極的に話しかける」という内
容であった。 

日本と研修国の看護の違いを、非常に感じ 
た学生は 1名、感じた学生は 5名、多少感じ
た学生は 1名、感じなかった学生は 1名であ
った。多少感じたと感じなかったと回答した
学生の研修先は、シンガポールとドイツであ
った。その看護の違いの内容は、フィリピン 
と中国では、「プライバシーの配慮の不十分
さと家族による日常生活援助」、ドイツでは、
「感染予防の仕方」、韓国では、「看護師は医
療行為中心でベッドサイドケアの少なさ」を
挙げていた。シンガポールでは、「宗教上の
理由の為女性の医療職しか女性の対応がで
きないこと」を述べていた。 
研修先の看護学生や看護教育については、

フィリピンでは「看護学生に求められるもの
が高いこと」、ドイツや韓国では、「実践的な
実習が多いこと」が挙げられていた。海外で
看護研修を受けた学生は、文化や国民性が看
護ケアにも影響をする点を認識していた。 
 研修前に必要と考える事前学習の内容で
は、日本の文化や看護を十分に説明できるよ
うに学習する必要性、日本と研修先の看護教
育の違い、医療の仕組み、保険制度や社会保
障制度に違いについて、医療英語、専門用語



としての英語であった。 
以上の結果より、海外看護研修により、看

護学生は、自国と他国の文化や看護を比較し
ながら、異文化理解を促進できることが示唆
された。さらに、看護学研修の前に、異文化
理解を高めるために、研修先の文化や看護お
よび医療についての知識を、英語により事前
学習として学習することが重要であること
が示唆された。異文化理解を促す海外看護学
研修のプログラム（クロスカルチュラルナー
シングプログラム）として、6 日間のフィリ
ピン看護学研修を企画した。その研修内容は、
フィリピンの看護学部での講義や演習への
参加、病院（小児科および産科病棟、分娩室）、
ヘルスセンター、老人収容施設、孤児収容施
設の見学、フィリピンの世界保健機関西太平
洋地域事務局での講義とした。その研修の事
前学習では、研修国の言語、文化、医療につ
いてフィリピン人留学生から、2 回に分けて
英語で学習できるよう企画した。 
 
【研究 3】 
事前学習を受け、フィリピン看護学研修に 

参加した学生は、全員 3年生で、女性であっ
た。旅行以外で海外に滞在した経験者は 1名、
外国人に対する看護ケアの経験者は 1名、海
外での看護研修の経験者は 1名であった。日
本とフィリピンの文化の違いを、非常に感じ
た学生は 1 名、感じた学生は 2 名であった。
その文化の違いの内容としては、「家族の結
びつきの強さ」、「宗教の影響力が強く、神に
祈ることが重要視されている」「プライバシ
ーのなさ」、「気さくにだれにでも声をかけ
る」「食文化として、糖質や脂質の多い食べ
物を好む傾向がある」、「路上にゴミが散乱し、
道路の舗装も不十分」を挙げていた。 
日本と研修国の看護の違いを、非常に感じ

た学生は 2 名、感じた学生は 1 名であった。
その看護の違いの内容は、「看護師と助産師
の立場の違い」、「看護師の仕事の少なさ」、
「看護師不足、医療物資不足からくる不十分
なケアや医療」、「家族によるケアや医療処置
の多さ」、「コミュニティにおける看護や医療
の需要の違い」、「看護ケアにおいてプライバ
シーを重要視していない」、「看護学生でも注
射などの医療処置を患者にしている」、「早期
母子接触を徹底している」を挙げていた。 
その3名全員の他者理解と異文化受容態度

の得点は、研修前よりも研修後の得点は高く
なった。自己理解は、2 名は研修前よりも研
修後の得点は高くなったが、1 名は同点であ
った。サンプル数が少なかったが、フィリピ
ン看護学研修を受けることにより、異文化受
容態度や他者理解が高まったことから、この
ような海外看護学研修は異文化理解を向上
させる要因と考えられる。 
今後の課題として、研究 3のサンプル数を

増やし、海外看護学研修が異文化受容態度や
他者理解への効果について、統計的に検証を
行うことが課題である。 
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